
都からのお姫様（妻とも）のために
松島をつくる

昔、京都から松島に向かう貴族のお姫様が、
旅の途中にこの地で病をうけた。これを不憫に
思った村人達は、当地に松島のような風景をつ
くり見せてお姫様をなぐさめたところ、風景に
満足しながら亡くなった。
名を勝御前といい、この地に葬られたが、その
後姫の死を知った父の中将が訪れ、姫と村人
のために寺を建てたのが勝福寺であるという。
寺号は松島山で、松島を模した風景は時を経て
失われたが、周辺の字名松島に伝承を遺してい
る。門前にあって堀を巡らしている宗像神社は
この時の風景が唯一残ったもので、その傍らに
は勝御前の墓所と伝える場所も残る。

願成寺練供養
願成寺練供養は復活し
て大晦日の晩に開かれ
ており、度々NHKのゆ
く年くる年で放送され
ている。

仏像（ぶつぞう）・宝物（ほうもつ）
コ ラ ム

地域にある神様、仏様は全て、その地域に住む人々 により、永きに渡って、大事に信仰

されてきたものです。神様や仏様は、ただ単に観る、のではなく、古今の幾多の人々 が

祈り敬ってきた、名も無き人々 の願いを背負ってきた、という厳かさを感じ取って拝観す

るのが礼儀です。

コ ラ ム

師、弟子の競作？
西会津町松尾真福寺の
地蔵菩薩座像（県重文）
にも康安2年銘があり、こ
ちらは道円の弟子とされ
る「乗円」の作であること
が銘文に記されている。

もく  ぞうじゅういち  めん  かん  のん   ぼ   さつ   ざ   ぞう  

木造十一面観音菩薩坐像
引き締まった端正な面貌と体躯、目が光っているような玉眼など、中央系仏師
の手になる。体内には康安2（1362）年と「大仏師法眼□円」の銘文があることか
ら、南北朝時代に本県域で活躍した中央系の円派仏師「道円」の作と推定され
ている。（写真左）
　久昌寺は、十一面観音菩薩像に見るとおり西会津町松尾真福寺とかかわり
があり、その隠居寺ともされている、南北朝時代から続く古刹である。境内には
青面金剛をはじめとする庚申信仰の石塔（市指定文化財）も祀られている。

MAP
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【久昌寺】  もく ぞう  もん  じゅ   ぼ    さつ   き     し   ぞう

木造文珠菩薩騎獅像
文珠菩薩が中国五台山から獅子に乗り海を渡って
日本にやってくる様子を表した像で、渡海騎獅文殊
と言われる。文珠様、獅子ともにカツラ材の寄木づく
り。定朝系の次に会津に入った慶派系の技術を持つ
在地仏師によって製作されたと見られる。鎌倉時代
初め、13世紀前半の造像 になると考え
られている。（写真下）

MAP
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【新宮熊野神社】

MAP
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【新宮熊野神社】

MAP
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【金川寺】

十六歳孝養像
聖徳太子十六歳のおりの
お姿を像にしたといわれ
、本像では失われている
が、柄香炉を持つスタイ
ルは十六歳孝養像と呼
ばれる。袍（わたいれ）と
呼ばれる日本古来の着物
に仏教の袈裟を掛ける。

学問の仏様
三人よれば文殊の知恵、
という言葉があるように
文殊菩薩は知恵の仏様。
この文殊像も御文殊様と
呼ばれて、お参りの子供
や受験生は良く、御獅子
の下をくぐったもの。現在
でもくぐらせてもらえる。

木造薬師如来坐像
横から見てややほっそり感のあ
るお体で、温和な表情の薬師
如来像は会津に在地化した定
朝様系、がっちり感のあるお体
とはっきりした眼を見据える文
殊菩薩像は会津に在地化した
慶派の特徴を良く伝えている。

しん   ぐう くま   の   じん  じゃ        なが とこ

新宮熊野神社と長床
天喜3（1055）年源頼義の勧請とされる古社。拝殿「長床」は平安時代の寝殿作りの流れを
汲む建物で、直径1尺5寸の円柱44本が等間隔に5列に並んでおり、全部吹き抜けになっ
ている。併設されている熊野神社宝物殿には銅鉢をはじめ、多くの国、県指定文化財が保
存されており、拝観することができる。（写真上）
【所有文化財】 長床・銅鉢（国重文）、木造文殊菩薩騎獅像・鰐口・牛玉版木・銅鐘（県重
文）、木造薬師如来坐像（市重文）など

きん  せん   じ

金川寺
八百比丘尼の伝承ある寺として有
名。ここに住職として八百歳の年齢
を保ったので、八百比丘尼と称し
ていたと伝えられる。比丘尼堂の
ある境内は中世より続く古札とし
ての雰囲気にあふれる。（写真右）
【所有文化財】木造聖徳太子像
（県重文）など

  お     し  みず

御清水
昔、日橋川と大塩川の合流点近くに周囲18ｍの泉があ
り、そこから塩水が湧きでた。塩川の地名発祥の地とも
伝えられる。
（写真上）　寛永元（1642）年（市史跡）

会津
しん  ぐうじょうあと

新宮城跡
会津領有を命じられた佐原
十郎義連の孫で、新宮六郎
左衛門時連が築いたとい
われている。
（写真左） 
南北朝～室町時代（国指
定史跡）

やま  ざき よこ あな   こ    ふんぐん

山崎横穴古墳群
古墳時代後期の横穴墓で、大きいもので
は、高さ1ｍ、幅1.5ｍ、奥行き2から3ｍも
ある。　6～7世紀（市史跡）

もく   ぞう   あ    み     だ    にょらい    ざ    ぞう

木造阿弥陀如来坐像
　　　　  りょうわき   じ     ざ    ぞう 

及び両脇侍坐像
珍しい三尊そろった丈六の阿弥陀如来像
で、本尊阿弥陀仏は2.64mある。この大き
さから、古くより会津大仏と呼ばれてき
た。三尊のお姿は人間が極楽往生する
際、阿弥陀仏が勢至、観音両菩薩を従え
て、西方浄土よりやってくる来迎とよば
れる様子を表している。江戸時代の延
宝年間に、現在の松山町中村の阿弥
陀堂から願成寺に移された。本尊の
光背にある千体化仏は、かつて周辺
の村から戦地に出征した人々がお守
りにしたため、欠落がある。（写真右）

【願成寺】

丈六仏（じょうろくぶつ）
仏陀の身長が一丈六尺（約
4.8m）であったとされるこ
とから、この大きさで造ら
れた仏像を丈六仏と呼ぶ。
ただし、座ったお姿につく
られることから、この像のよ
うに約2.4m程度となる。

中央の定朝（じょうちょう）様
本像は会津地方では手に入
りにくいヒノキ材と、割り矧
ぎ造りという技法で造られて
おり、当時の都であった京都
方面で造られ、会津地方に
運ばれてきたものと考えらて
いる。いわば正統的定朝様
の仏像といえよう。

仏像の造立費用
両像の体内には、弘安二（1279）年
の年号があり、「造立采絵用途二十
貫文也」と記される。費用が像の造
立と采絵（彩色）双方なのか、采絵
のみなのかは判断できないが、中世
のほかの古文書には一地区からあ
がる年貢が十貫と同価の例があ
り、いずれにしろ決して安いも
のではなかったことがわかる。
約730年前の当地の人々は年
貢２年分と同じくらいの費用を
かけてこのお像をつくったこと
になる。

童 顔
童顔、ややひねった豊満
な上体やうねるような裳
裾の表現が優美な雰囲
気をたたえる。滋賀県慈
眼寺像との類似と同一
工房での作になる可能
性が指摘されている。

拝　観

神仏習合

MAP
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 がんじょう  じ

願成寺
嘉禄３（安貞元年・1227）年、陸奥国に流された浄土宗多念義派の
開祖隆寛の開基と伝えられる古刹。隆寛は嘉禄３年12月に相模の
飯山で没したが、遺言により高弟である実成が、当初の流配地で
あったこの地に遺骨を葬り、一寺を建てたのが願成寺という。（嘉
禄3年は12月に安貞に改められている）願成寺の山門と大仏堂は、
元禄10年から延宝年間頃の建築物。山門は和様と唐様の折衷様式
で、十二支などが配される、珍しい門である。
　阿弥陀堂は、山門同様に和、唐様折衷の建物であるが、会津大仏
といわれる阿弥陀仏とともに大仏堂とも呼ばれた。内陣に描かれ
る飛天女は見事である。県の重要文化財に指定されている。（写真
右）　【所有文化財】木造阿弥陀如来坐像及び両脇侍坐像（国重文）、木
造行道面（県重文）、願成寺山門・旧阿弥陀堂（大仏堂）・本堂（県重文）
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【新宮熊野神社】
 どう ばち

銅鉢
熊野神社証誠殿のお供え物を
入れるための銅鉢で、康暦4
（1341）年に比丘尼明月、平内
次郎らが中心になって寄進し
たことが銘文から知られる。銘
文に見える「結縁衆」はこの鉢
の寄進に関わった人々のこと
で、十万人はその数が大変に
多かったことを示している。
（写真下）　国指定重要文化財

MAP
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 もく  ぞう  にょ  い   りん  かん  のん   ざ    ぞう

木造如意輪観音坐像
六臂（６本の手）に片膝を立て、両足裏を合わせる輪王座といわれる
お姿をとる。像高86.9㎝と立派な体躯で造られており、運慶作と伝
える。県内では鎌倉時代にさかのぼる如意輪観音像が少な
いため、貴重な例。（写真上）　県指定重要文化財

もく ぞうしょうとくたい  し りゅうぞう

木造聖徳太子立像
カツラ材の寄木造りで、在地仏師の造像
と考えられる。引き締まった厳しいお
顔、衣文の襞の深い表現などが特徴的
な像である。鎌倉時代、13世紀後半の
作と考えられている。（写真右）
　太子像の他に所蔵している木造地蔵
菩薩立像は、室町時代初期の明徳4
（1393）年の墨書銘がある。カツラの
一木造りで、会津地方在地のこの時期の作風が遺る。

【竹屋観音寺】

 けい  とく  じ

慶徳寺
源翁和尚が応安元(1368)年にこの寺を開山。応永2年の
春、那須野ケ原殺生石の霊が現れ、白狐に変わり、尾を巻
いて山に飛び去ったことから、山号を巻尾山という。優れ
た山門がある。（写真右）

 たけ   や   かん  のん   じ

竹屋観音寺
竹屋集落にある大雲山観音寺本堂に隣接する観音堂。
会津三十三観音の第八札所で、多くの参拝者が訪れ、観
音堂には県指定の木造如意輪観音坐像が本尊として安
置されている。江戸時代の正徳年間（1711～16年）に再
建され、現在は市の指定文化財となっている。（写真上）
【所有文化財】木造如意輪観音坐像（県重文）

 けい  とく いな  り   じん じゃ

慶徳稲荷神社
慶徳稲荷神社の田植神事は明応年中（1492～1500年）
に地頭が神田を寄付し、供物を備え、その年の吉凶を占
い、田植え歌を歌いながら神田に田植えをしたのが初
めと伝えられている。一度廃れたが、江戸時代に復活し
た。田植え神事の分布上、日本の北限である。（写真上）

だん じょうが  はら

弾正ヶ原
明治15（1882）年、福島県令三島通庸の住民の人権を
無視した強引な「会津三方道路開削計画」に抗議し、
民権派の指導的立場だった宇田成一らが不当逮捕さ
れた。民権派農民はついに行動に踏み切り、同年11月
28日、弾正ヶ原に集会を持った千数百名は、同志の釈
放を求め喜多方署に押し寄せた「喜多方事件」。  
リーダーたちが演説のために登ったケヤキが、 今も静
かに風に吹かれて立ってる。（写真下） （市史跡）

 でん   さ  わらじゅうろう よし  つら  　   はか

伝佐原十郎義連の墓
会津藩主の始祖である佐原十郎義連は、源頼朝より会津一円を賜り、
当市半在家に居城を築いた。（写真上）
南北朝時代～室町時代（県史跡）
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 べっ  ぷ　　　 いち   り   づか

別府の一里塚
会津五街道の一つ米沢街道(今の県道熊倉から塩川線)にある。
宇都宮、米沢を結ぶ昔からの街道で旅人たちが、この一里塚を
目安に歩いた。（写真下）  　慶長8（1603）年（県史跡）

いわ  むろ  かん のん（あかさきさんじゅうさんかんのん）

石室観音（赤崎三十三観音）
いつの頃か赤崎村の瓜生出雲という富豪が、上三宮から熱塩の金屋までの道筋に三十三観音を安置したと伝わっている。現
在では三十三カ所のうち十数カ所が残り、仏都会津らしい素朴な民間仏教信仰の広がりを偲ぶことができる。また終点である
三十三番の観音様のある熱塩小学校前には草木塔という珍しい供養碑（市指定文化財）も立てられている。（写真下）

 おん せん じん じゃ  　  おお  すぎ

温泉神社と大杉
温泉神社は草創の年は不明であるもの
の、熱塩温泉ゆかりの古社である。境内
の大杉は、幹周り6.5mを越える市内で
も最大級の巨樹。枝張り、樹高も大変に
大きく立派で、市指定天然記念物であ
る。樹齢は推定で1,000年近いという。
（市指定天然記念物）（写真右）

 そう もく  とう

草木塔
江戸時代の安政６（1859）年に、甚三郎という木こりが、自らが
切った木々の霊を慰めるために建てたという。当時の人々の信仰
心を垣間みることのできる貴重な例であるとともに、自然愛護の
先駆けとも言える塔である。また草木塔は飯豊山周縁の地域に
多く分布すると言われている。（市指定文化財）（写真左）

MAP
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  じ   げん    じ   かん  のん どう

示現寺観音堂
天明8（1788）年の上棟と伝えられる唐様
の建物で、お堂前面の柱や梁の上に波、
鷲、龍、蓮などの見事な彫物が施されてい
る。規模は大きくはないものの、立派なお
堂であり、会津三十三観音の札所の一つ
となっている。（市指定文化財）（写真右）
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きゅうざん  じ

久山寺
長光の追善供養のため、天文12（1543）年に
虚空蔵像を製作して祀ったのが寺の創始と
いわれている。（写真左）
所蔵する木造虚空蔵菩薩坐像は、襞の少な
い衣紋など表現の省略が多いが、像の底面
には天文12（1543）年の銘があり、当地方に
おける室町時代後期の代表的作例である。
【持仏】木造虚空蔵菩薩坐像　

MAP
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しょうふく  じ

勝福寺
勝福寺の創建年代は明らかではないが、縁起では平安時代に遡るとさ
れ、勝御前にまつわる伝説が残る。観音堂は享禄2（1529）年に火事に
あい、永禄年間（1558～69）に当時会津地方を治めていた戦国大名、
蘆名盛氏・盛興父子により再建された。境内には、その時に寄進された
梵鐘（県指定重文）が残る。
観音堂は国指定重文となり、昭和61年に復元された。唐様の建築様式
で建てられている。（写真上）　【所有文化財】観音堂（国重文）、木造不
動明王立像（県文重）、木造毘沙門天立像（県重文）、銅鐘（県重文）

【示現寺】

【示現寺】
しょうあん  　    ひ

正安の碑
正安3（1301）年に建てられた供養塔で、阿弥
陀三尊を表す梵字（種字）の他に「諸行無常  
是生滅法  生滅々己  寂滅為楽」の経文が彫ら
れている。孝子敬白とあることから、親の追善
供養にために建てられたものとわかる。源翁
和尚再興以前にあった寺院に関連する唯一
の文化財である。（市指定史跡）（写真上）
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 もく  ぞう たい にち にょ らい    ざ   ぞう

木造大日如来坐像
優美な全体像やおだやかでやさしい表情の
お顔は会津地方に定着した定朝様の造形を
しめす。会津地方の在地定朝仏でも優美さで
はトップクラス。また県内の大日如来坐像とし
ては最も古い。（県立博物館に寄託）（写真上）

【泉福寺】

木造大日如来坐像
わずか３ミリに彫る会津地方の定
朝様式 泉福寺大日如来像に代表
される会津地方で造られた定朝
（じょうちょう）様の仏像はカツラの
一材による一木造り。頭部と一
体で彫りだされた宝冠部分はわ
ずか3ミリの薄さである。この技
法による優れた仏像の存在は会
津地方に定朝様の作風が定着
した証でもある。

MAP
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  じ    げん  じ

示現寺
平安初期、空海の建立と伝える。640年前に源翁禅師が護法山示現寺として再建。座
禅の体験もできる（有料）。14世紀代の南北朝期から戦国時代の16世紀にかけて耶
麻郡各所の武士から土地の寄進を受けた古文書群をはじめ貴重な文化財がある。
　総門は、総ケヤキ材の四脚門で江戸時代の寛保年間頃に建てられたと伝えら
れている。彫物などはないが、禅寺の古刹に相応しく重厚かつ質朴豪放な門と
なっており、示現寺の荘厳な雰囲気を醸し出している。（市指定文化財）
【所有文化財】観音堂・椿彫木彩漆笈（国重文）、木造千手観音立像・源翁和尚
坐像・総門・示現寺文書（県重文）、正安の碑

MAP
と－4

もく   ぞう  やく   し   にょ  らい   ざ   ぞう

木造薬師如来坐像
優しいお顔立ちやお体に定朝様の典型的な作風を見るこ
とができる仏様。会津地方の定朝様の仏像では最も秀麗
とされる薬師如来像で中央仏師の手になったと見られ
る。ヒノキの割り矧ぎ造りで11世紀代の造像とみられる。
（写真下）

【中善寺】

MAP
へ－3

 もく  ぞうぎょう どう めん

木造行道面
西方浄土より二五菩薩がやってくる様を模
して練り歩く儀式を来迎会または練供養と
いい、菩薩の面（行道面）はこの時に用い
る。願成寺の行道面は6面残るが、いずれ
も鎌倉～室町時代のものであり、かつて練
供養が行われていたことを示す。（写真右）

MAP
へ－5

 もく  ぞう   ふ   どうみょうおう りゅうぞう・ もく  ぞう   び   しゃ  もん  てんりゅうぞう

木造不動明王立像・木造毘沙門天立像
両像ともに鎌倉時代の弘安2（1279）年の墨書銘がある。両像ともにカツラの一木造
り。この時代になると本来の忿怒相が穏やかに表現されている。一木造りで忿怒相を
穏やかに表現したところに、会津地方の平安時代以来の作風が遺るとされる。造立年
代がわかるため、当地域の鎌倉時代後半の標準的作例となっている。（写真上）

【勝福寺】

MAP
と－4

MAP
へ－3

 どう  ぞうしょうかん  のん   ぼ   さつりゅう ぞう

銅造聖観音菩薩立像
お顔や、飾冠に白鳳期の特徴を持つ銅造聖観音菩薩立像。
会津若松市羽黒神社の聖観音立像とともに県内では２例
しかない白鳳仏。県内でも最古級の一体で会津地方の仏教
文化の古さを示す。寺伝では慧日寺より飛来したとされてい
る。平成に盗難にあったが、現在返却され、県立博物館に寄
託されている。 （写真上）

【福聚寺】
MAP
へ－4

 もく  ぞう しゃ   か   にょ  らいりゅうぞう

木造釈迦如来立像
ご本尊は、1.64ｍの木像(寄木造り)釈迦如来像。京都清涼寺の釈迦
如来像を模した清涼寺式の釈迦如来像で県内では唯一の作例。鎌
倉時代末～南北朝期の造像。（写真右）

【太用寺】

MAP
へ－2

もく  ぞう  せん  じゅ  かん のん りゅうぞう

木造千手観音立像
（写真上）【非公開】

【示現寺】

MAP
は－5

せん   ぷく   じ

泉福寺
弘安6（1283）年に創建されたと伝えられる由緒ある古刹。境内の「アー
ンク」一尊種字のある供養塔や江戸時代の梵鐘などの市指定文化財を
多く所蔵する。（写真上）
【所有文化財】木造大日如来坐像（県重文）（県立博物館に寄託）・梵鐘

 いち   　    と  がわきょうりょう

一の戸川橋梁
完成当時東洋一といわれた石造りの鉄橋。長さ445ｍ、高さ
17ｍ。飯豊山を背景に走るSLばんえつ物語号の絶好の撮影
場所としても知られている。（写真上）
明治43（1910）年

MAP
は－3

 いい   で   さん  じん じゃ

飯豊山神社
女人禁制の神聖な山として尊ばれてきた飯豊の頂上と一ノ木にある。所蔵する銅造五大
虚空蔵菩薩坐像は、県指定重要文化財で飯豊山神社五社権現の本地仏。修験道と関係
の深い神仏習合による飯豊山信仰を如実に示す仏像群で、本体は山頂に運搬可能なよ
うに肩と膝先で分解できる。
【所有文化財】銅造地蔵菩薩坐像・銅造五大虚空蔵菩薩坐像（県重文）

MAP
へ－4

たい   よう  じ

太用寺
かつては多くの僧坊を抱える大寺だったと伝
えるが、天正18（1590）年の伊達政宗侵攻に
より、兵火にかかり失われたという。付近には
大門などの字名が残る。ご本尊は、1.64ｍの
木像(寄木造り)釈迦如来像。これにより、奈良
の西大寺を中心とする律宗の流れが会津地
方まで及んでいたことがわかる。（写真左）　
【所有文化財】木造釈迦如来立像（県重文）

MAP
と－4

ちゅうぜん  じ

中善寺
古くからあった薬師如来を安置する薬師堂
に、慶長年間、門劫寺という寺を移して、中善
寺として再興したとされる。（写真左）
【所有文化財】木造薬師如来坐像（国重文）

MAP
と－4

 ふく  じゅ   じ

福聚寺　　  （写真上）
【所有文化財】銅造聖観音菩薩立像（県重文）県
立博物館に寄託

MAP
は－5

  け  しょう  し  みず

化粧清水
平安時代の女流歌人として
名高い小野小町がこの地で
没したといわれる墓のそば
にあり、小町が化粧の鏡水
として用いたといういわれ
がある。（写真下）
伝説

MAP
ろ－5はす  ぬま もん ぞう

蓮沼門三
たんじょう  　    ち

誕生の地
明治生まれの社会教育家。修養団創設
者。「愛なき人生は暗黒なり、汗なき社会
は堕落なり」（写真左）　明治時代

MAP
に－4

でんおの  の   こ  まちづか

伝小野小町塚
平安時代の女流歌人小野小町が
年老いて故郷の出羽ノ国へ帰る
途中この地で病に伏し、村人の
手厚い看護もむなしくこの世を
去ったという哀話が伝えられて
いる。（写真右）
伝説（市史跡）

MAP
ろ－5

きゅういち の   と   むら  せいさつ   ば

旧一ノ戸村制札場
古くは米沢へ抜ける街道筋でもあり、村人へ
知らしめた制札場を今も見ることができる。制
札場は間口3.7ｍ、高さ3.6ｍで木造二間の主
柱に6本の支柱を添えた建物で、県内で唯一
現存するもの。（写真下）
1830年～1844年（県史跡）

MAP
は－2

勝
福
寺 

木
造
毘
沙
門
天
立
像

勝
福
寺 

木
造
不
動
明
王
立
像

コ ラ ム

江戸時代より以前、会津地方から新潟県北

部にかけて「太子守宗」という信仰がありまし

た。聖徳太子を信仰する宗派であったようで

すが、江戸時代には廃れてしまい詳しいことは

あまりわかっていません。仏都会津の

根底には未だ謎も多いようです。

MAP
へ－4

 もく  ぞう   あ    み    だ

木造阿弥陀
 にょ  らい   ざ   ぞう

如来坐像
応安2（1369）年の墨書銘がある。寄木造
りで在地仏師の手になる造像。（写真右）
　龍泉寺は、室町時代に作られた阿弥
陀如来坐像が安置されている。龍泉寺
のある中田付の集落は戦国時代まで大
きな市の立つ場所であったが、伊達政
宗の侵攻により焼き払われて市は小荒
井と小田付に移されたともいう。
【所有文化財】木造阿弥陀如来坐像（市
重文、県立博物館に寄託）

【龍泉寺】

温泉神社の大杉
新編会津風土記は、熱塩温泉
は護法山の神が源翁和尚の
沐浴のために、山中の大木に
雷火を落として三日三晩焼き、
その根から湧き出させたとの
伝えをのせる。温泉神社の大
杉はこの伝承もかくやと感じる
ほど見事である。かつてはこの
ような大木が付近に多く生育し
ていたのかもしれない。

あお  やまじょうあと

青山城跡
佐原十郎義連の孫、加納五
郎左衛門盛時が築城したも
のと伝えられている。
（写真右）
鎌倉時代と伝わる（市史跡）

MAP
ほ－3

 ぬか つか   こ   ふん ぐん

糠塚古墳群
喜多方地方随一の規模をもつ方墳。（写真上）  （県史跡）

MAP
へ－4

つばきぼりもくさいうるしおい

椿彫木彩漆笈
笈は僧が行脚する際や修
験者が仏具や経巻などを中
に納めて背負ったもので、
この笈は示現寺開基の源
翁和尚の持物であったとい
う伝承を持つ。椿の紋を主
体に菊などの見事な彫物で
飾り、漆で彩色しており、室
町時代の作とされる。現在
は東京国立博物館に寄託
されている。（写真右）国
指定重要文化財

MAP
へ－2

MAP
へ－2

MAP
へ－2

太子守宗

三十三観音八番の本尊、
如意輪観音像

如意輪観音は富や知恵、
財産、勢力など衆生の多く
の願いを聞き、かなえてく
れる仏様とされる。

いにしえ人たちが遺した心の足跡…

清涼寺式釈迦如来
このお像は見開かれた大きな
目や、面長なお顔、頭髪の前
部が渦巻いているなど他の釈
迦如来像とは異なる容貌を持
つ。三国伝来の霊像といわれ
る清涼寺釈迦如来を模した清
涼寺式釈迦如来像はその面
貌の異国的表現が特徴。

コ ラ ム

古い神社、仏閣や仏像のあるお堂などは、そこに建つ景観に歴史を感じ

取ることも楽しむポイントの一つです。示現寺の正安の碑や、久昌寺の青

面金剛にみるとおり、境内や周辺にある石塔、小祠などもその寺社と地

域信仰を知るポイントです。丁寧に見ていけば古くからの寺社仏閣がそこ

にある理由も、周辺の景観にヒントが見つけ出せるのかも知れません。

北宮
  す     わ   じん  じゃ

諏方神社
天授（永和）元（1375）年に
信濃国諏訪郡から勧請さ
れたという。会津北部の総
鎮守として古くから「お諏
方さま」の名で親しまれ、毎
年8月2、3日には盛大な祭
礼が今も続けられている。
境内に小野蕪子・佐藤一嘯
の句碑がある。

MAP
へ－4

いず   も    じん じゃ

出雲神社
正暦年中（990～995）に国土開
墾の神として大国主の命を奉
斎したという。以前は総社神社
と呼ばれており、明治4（1871）
年に出雲神社と改称された。
毎年8月10、11日に祭礼が行わ
れている。境内の奥に自由民権
発祥之地の碑が立つ。

MAP
へ－4

仏像（ぶつぞう）・宝物（ほうもつ）

神社（じんじゃ）・仏閣（ぶっかく）

史跡・旧跡（しせき・きゅうせき）

神社（じんじゃ）・仏閣（ぶっかく）
神様と仏様を一緒に祀る神仏習合は、日本の寺社の特徴でもある

とされています。明治時代の廃仏毀釈で失われたものも多いのです

が、新宮熊野神社にある鐘楼は神仏習合の姿を今に伝えています。

【願成寺】

唇の表現
唇の上下に切込を
入れ、線を明確にし
ているところに宋風
彫刻の影響が認め
られるとされる。

県指定重要文化財

県指定重要文化財

県指定重要文化財

市指定重要文化財

県指定重要文化財

県指定重要文化財

県指定重要文化財

国指定重要文化財

県指定重要文化財

県指定重要文化財

市指定重要文化財
国指定重要文化財

寺社仏閣と周辺の景観

 もく  ぞう やく    し   にょ らい   ざ    ぞう

木造薬師如来坐像
会津地方に11世紀代から定着した定朝様の流れ
を汲むが、お顔や衣紋の表出に会津在地の造形
が窺われるため、定朝様系の在地仏師の手にな
ると見られている。カツラ材の割矧ぎ造りで平安
時代末、12世紀後半頃の造像。（写真下）

銅鐘

霊場  飯豊山
秀麗な姿を見せる飯豊山の信
仰は出羽での伝えによれば、古
く平安時代の永保年間にはじ
まると伝えられる。神仏習合の
修験の霊場で、山頂には一王
子から五王子の五社権現、飯
豊山神社が祀られている。そ
の信仰圏は、出羽（山形県）、
越後（新潟県）、陸奥では会津
地方、本県中通り地方にまたが
り、特に会津地方と出羽置賜
地方は尊崇が厚い。かつて会
津地方では15から16才の男子
は飯豊山参りに登山するのが
慣わしであった。また昔は女人
禁制であり、姥石などそれにま
つわる伝説も多い。美しい山容
は古来の霊峰に相応しく、雪を
いただく季節は山全体が光り
輝いて見える時もある。


